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　   ＜使役文＞ 太郎　 ［花子が　走る］　させる
　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓





















（3）a．譲治が煙草を吸わない （黒田 1990, p.96）　　　　
　　 b．奈緒美が譲治に煙草を吸わなくさせる （黒田 1990, p.96）　　　　













（4）a．私が奴らに殴られたり蹴られたりする。 （定延 1991, p.135）　　　
　　b．私が奴らに殴られたり蹴られたりされる。 （定延 1991, p.135）　　　

































































（14）何気ない一言が太郎を悲しくする／させる。 （森 2004 , p.33）
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